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 ３．論文題目 

  技術科教員の教科専門力の向上を目指したデジタルものづくり教育に関する研究 

 ４．審査結果の要旨 

教科教育実践学専攻生活・健康系教育連合講座 山﨑 恭平 から申請のあった学位論文につ

いて，兵庫教育大学学位規則第１６条に基づき，下記のとおり審査を行った。 

 

論文審査 日 時： 平成３０年２月１７日（土）１１時２０分～１２時００分 

場 所： 兵庫教育大学神戸ハーバーランドキャンパス 講義室３ 

 

１．学位論文の構成と概要 

  本論文では，デジタルものづくり教育を取り上げ，中学校技術・家庭科(技術分野)を担当する

教員(以下，技術科教員と呼ぶ)の教科専門力の向上を目指した教科専門教育について提案するこ

とを目的としている。全体で５章からなる本論文の概要は，以下のとおりである。 

第１章 緒論  

本研究の目的を踏まえ，研究の背景と技術科教員の教科専門力の育成に関する先行研究につい

て整理し，本研究の内容に関する独自性と位置付けについて述べた。 

第２章 技術科教員における教科専門力の検討 

教員の資質・能力に関する議論を整理し，技術科教員養成で扱うことが求められる教科専門力

の要素について検討するとともに，教科専門力を高める教員養成の現状と課題について考察した。

その結果，技術科教員に求められる教科専門力の要素として，①技術科の内容に関する資質・能

力，②技術科の目的・価値に関する資質・能力，③PCK(Pedagogical Content Knowledge)，④学

び続ける資質・能力，⑤協働する資質・能力，⑥カリキュラム・マネジメントに関する資質・能

力があげられることが分かった。また，教科専門教育における学習内容の改善と，学校教育に適

応させる学習方法への改善，学校教育における効果の評価の必要性が明らかになった。 



第３章 教員養成におけるデジタルものづくり学習プログラムの開発 

第２章で考察した結果を踏まえ，学習プログラム開発の基本方針を次のように立てた。(1)設計

から製作までのプロセスを通した学習，(2)複数の部品から構成される立体モデルの制作，(3) 立

体モデルのシミュレーションや製図，加工への活用，(4)学校教育での活用についての検討，(5)

模倣的課題，改作的課題，創作的課題の順に設けた課題，(6)デジタルものづくりの利用方法や利

用効果の明示，の6点である。授業実践による評価の結果，開発した学習プログラムは，技術科教

員に求められる教科専門力の要素における①，③，④に関連して，次のことが分かった。(1)デジ

タルものづくりに関する知識・技能の向上ができる。(2)PCKの向上に寄与できる。(3)デジタルも

のづくりに関する学習意欲や活用意欲の向上ができる。 

第４章 中学校実践を通した教員養成における教科専門教育の評価 

  本章では，学校教育における実践事例から，第３章の学習プログラムの効果を検証した。具体

的には，学習プログラムの受講生を対象教員とし，対象教員が実施するデジタルものづくりを活

用した授業実践について調査・考察した。その結果，第３章の学習プログラムで修得した知識・

技能は，授業運営や教材・教具の開発に役立てることができることが分かった。このことから，P

CKを働かせてデジタルものづくりに関する知識・技能を活用できていることが分かった。また，

デジタルものづくりに関する学習意欲や活用意欲が維持されていることが分かった。従って，第

３章で開発した学習プログラムは，技術科教員に求められる教科専門力の要素における①，③，

④の向上に対して，有効であることが分かった。 

第５章 結論 

  本論文で提案した技術科教員の教科専門力の向上を目指した教科専門教育と，提案した教科専

門教育の評価結果をまとめた。また，今後の研究の展開と課題についても述べた。 

 

２．審査経過 

 本論文の審査は，次の観点について行った。 

 １）研究の目的の妥当性と論文構成の整合性について 

  技術科教員養成における教科専門教育では，ものづくりや情報の技術について扱う。これらの

技術発展は日進月歩であり，デジタルものづくりに関する技術はその中での代表的なものと言え

る。したがって，技術科教員に対するデジタルものづくり教育の検討が求められている。本研究

では，デジタルものづくり教育を取り上げ，技術科教員の教科専門力の向上を目指した教科専門

教育の提案を行ったものであり，この点から研究目的の妥当性が認められた。 

論文構成に関しては，技術科教員養成における教科専門教育で修得する資質・能力の検討，教

員養成におけるデジタルものづくり学習プログラムの開発について述べた後，学校教育における

実践を通して，その学習プログラムの効果を評価しており，研究目的と論文構成の整合性が認め

られた。 

 ２）研究の独創性と発展性について 

  本研究では，技術科教員の教科専門力の向上を目指し，技術科教員養成においてデジタルもの

づくりを活用する教科専門学習を提案した点に独創性がある。また，この学習を受講した学習者

(技術科教員)の中学校における授業実践を通して学習効果を評価した点についても新規性があ

る。 

 



本研究で得られた成果から分かるように，学校教育で活用することを前提とした教科専門学習

は，教員の教科専門力の向上に寄与し，生徒の学力向上につながる。このことによって，現職教

員向けの学習やほかの教科の教科専門学習への展開が期待でき，本研究の発展性を確認すること

ができた。 

３）教育実践への貢献について 

本研究で提案した教科専門学習は，様々な実習環境に適用でき，教員養成系大学の学部教育，

大学院教育への貢献度は高いと考えられる。また，本研究で提案した，デジタルものづくりを活

用した中学校の授業実践や，教員の教育活動事例などは，学校教育実践への貢献が高いと認めら

れる。 

 

３． 審査結果 

以上により，本審査委員会は 山﨑 恭平 の提出した学位論文が博士（学校教育学）の学位

を授与するにふさわしい内容であると判断し，全員一致で合格と判定した。 

 


